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   アメリカ出入国顛末記：2022 年５月 

 

 

 

 

 

 

シカゴで開催の学会参加 

 昨年(2021 年)10 ⽉に、⼼理学の国際的な学会から授賞の連絡があり、2022 年の 5 ⽉下
旬に開催される定期総会の授賞式に参加することにした。せっかくの名誉な機会なので、さ
すがにこの時期までにはコロナ禍も治まっているだろうと思い久しぶりに海外に出かける
ことにした。 
 年が明けて、年度末の定年退職で慌ただしく 3 ⽉が過ぎたが、コロナ騒ぎは思ったより
治まる様⼦がなく、どうやら旅⾏⾃体はできるが、出⼊国の際にコロナ関係の検疫⼿続き
が厄介そうだとわかった。学会側からも事前のワクチン接種証明などの提出が求められ、
3 ⽉中に 3 回⽬のワクチン接種を済ませておいた。ま、それでもこの時点ではいろいろ⽢
くみていた。 

 
ワクチンパスポートが作れない 

 年度が変わり、4 ⽉に⼊って暇にもなったし、出発まで２ヶ⽉も切ったので、そろそろ本
格的に準備を始めることにした。とはいえ、海外の学会参加は慣れているので、パスポート
も航空券もシカゴの会場ホテルの予約も準備済みだったし、アメリカ⼊国に必要な ESTA の
申請も済んでいた。結局、問題なのはアメリカ⼊国の際と⽇本帰国の際に求められるコロナ
陰性証明だということがわかった。 
 そこで、まずは「ワクチンパスポート」とやらを⼊⼿しておくことにした。政府にデジタ
ル庁が作られるなど、⽇本社会（お役所の）のデジタル化の遅れを改善する取り組みの⼀つ
として、ワクチン接種証明もスマホに登録でき、それが「ワクチンパスポート」なのだとい
う。ワクチンは 3 回⽬まで接種済みだったので、早速、「ワクチンパスポート」を作ること
にした。そのためには、「マイナンバーカード」が必要なのだという。 
 
マイナンバーカードは発行まで２ヶ月かかる 

 マイナンバーの通知書は持っていたが、運転免許証があれば⾝分証明書は必要ないので、
マイナンバーカードは作っていなかった。政府がなんとかしてマイナンバーカードを作ら
せようとしていることはわかっていて、どうやらこの制度に反対する勢⼒もあるらしいこ
とも知っていたが、どうせ個⼈情報はクレジットカード会社にすべて知られていて、年⾦⽣
活の⾝では今さら国に隠したいこともないので、この機会に作ることにした。 
 

守 ⼀雄 2022.6.3；2022.6.17 加筆 
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デジタル化のためにたくさんの書類書き 

 市内にマイナンバー申請センターがあり、申請に必要な写真もそこで無料で撮ってくれ
るとのことだったので、⾞で 30分ほどのセンターに出かけた。⻑野市に 1箇所しかない申
請所なのに、そうそう申請者が多くないのだろう、センターは閑散としていて、係員 2⼈が
すぐに受け付けをしてくれ、まず写真撮影をした。そのあと、申請に必要だという書類に住
所やら⽣年⽉⽇やらを何枚も書かされた。⾃動⾞の任意保険などの⺠間では 1 枚⽬だけ書
けば、必要なだけカーボンが作られるようになっているのになあ、と思いながら、それどこ
ろか最近の⾃動⾞保険の更新ではタブレットで最後に署名するだけだったことを思い出し
た。まあ、これが「お役所」なので仕⽅がない。それでも、「マイナンバーカード」は書留
で⾃宅まで郵送してくれるそうなので、気を取り直す。しかも、この郵送料を含めて申請は
無料だった。やはり、政府はなんとしてでもマイナンバーカードを作らせたいのだ。 
 ところが驚いたのは、発⾏まで２ヶ⽉以上かかると知らされた時だ。もう、シカゴ⾏きま
で２ヶ⽉を切っている。間に合わないではないか。なるほど、やはりお役所はお役所だった。 
 
ワクチン接種証明書は英訳が必要 
 ワクチンパスポートが間に合わないので、ワクチ
ン接種証明書の英語対応版を保健所で発⾏してもら
うことにした。かかりつけの医院で 3 回⽬のワクチ
ン接種をしたときに、接種案内の下半分がそのまま
「接種済証」になっていて、そこに英⽂で「Certificate 
of Vaccination for COVID-19」と書いてあったので、
これで接種証明書になると思っていた。 
 ところが、住所や名前、⽣年⽉⽇は⽇本語でしか記
載されていないので、これは使えないのだそうだ。そ
こで、海外渡航⽤に使えるものを⻑野市保健所まで
申請に出かけることになった。それでなくても、コロ
ナ対策で忙しい保健所に余計な仕事をお願いしなけ
ればならない。⻑野市保健所へは⾞で 30分ほどだが、⽪⾁なことにマイナンバーカード申
請センターと同じ道筋で、わかっていれば⼀度で済んだところを 2 度出かけることになっ
た。 
 忙しい中を保健師さんが丁寧に応対してくれて、⼿続きは簡単だったが、その場では発⾏
してもらえず、１週間後に取りに来るか返信⽤封筒を預けて送ってもらうかだと⾔う。（こ
れはあらかじめ電話で問い合わせた際にわかっていたので、切⼿を張った返信⽤封筒を持
参していた。） 
 その後、郵送されてきた証明書（図-1）はパスポート番号まで記載され、⽇本国厚⽣労働
⼤⾂も発⾏者欄に付記されたものだったが、基本的な情報は「接種済証」と同じで、最初か
らこっちに英語表記がついていれば、不要なもののはずだった。 
 

図-1 英文のワクチン接種証明書 
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VeriFLY アプリと MySOS アプリへの登録 
 必要な書類が揃ったので、⽇本出国と⼊国の際に必要となるスマ
ホアプリをインストールして、登録を試みた。なぜか出国（アメリ
カ⼊国）⽤には VeriFLY（図-2）というアプリが、帰国⽤にはMySOS
（図-3）というアプリが必要で、それぞれ別の⼿間がかかった。 
 まずは、出国⽤の VeriFLYだが、これは簡単だった。ただし、後
で書くように、最後のステップとなる「24 時間以内の陰性証明」は
出発前⽇まで登録したくでもできない。 
 苦労したのはMySOS の⽅である。アプリのインストールまでは
簡単に⾏くのだが、その先に進めない。YouTube で説明されている
ような画⾯にならないのだ。どうやら頻繁にアップデートがなされ
ているらしく、インストールしたバージョンが古いもののようだ。
そこで、何度もインストールをやり直すのだが、全然上⼿くいかない。 
 よくよく調べると、MySOS で緑の画⾯が出るようにしておくと、帰
国時に空港での検疫⼿続きが早く済む「ファストトラック」という制
度が使えて、30−40 分くらい空港での待ち時間が短くなるのだそう
だ。しかし、そのために 3 時間も無駄にしてしまった。この先まだ何
時間も無為に過ごすくらいなら、空港で 1 時間余分に時間がかかって
もそのほうがマシである。そう思って、もうMySOS は諦めた。（後述
のように、後で復活する。） 
 
アメリカ入国用の陰性証明：VeriFLY 

 まずはアメリカ⼊国⽤の陰性証明をどうするか考えねばならない。こんなこともあろう
かと、航空券の⼿配は⼤学勤務時代から付き合いのあった旅⾏業者に頼んでおいたのだが、
業者に相談してもわからないと⾔う。当然、航空会社はわかっているはずだと思い、航空会
社のサイトや空港のサイトを当たってみるが、PCR検査ができる推奨クリニックが 3箇所
ほど掲載されているだけだ。ところが、そのクリニックのウェブを⾒るとどこもぼったくり
である。しかも、新橋や⽇本橋にクリニックがあり、当⽇に⽻⽥に⾏く前に寄ることもでき
ない。検査のためだけに前⽇に東京に出て、前泊することになる。検査費だけでなく余分な
ホテル代までかかってしまう。 
 そもそもたくさんの旅⾏者がいるのに、この 3 箇所だけで検査が済ませられるはずがな
く、何か別の⽅法があると考えて、「渡⽶」「陰性証明」「PCR」などで Google 検索をして
みるのだが、有効な情報に⾏き当たらない。なんとも不思議である。搭乗する⾶⾏機の航空
会社(J●L)にもサイトから問い合わせをしたが、役に⽴たない返事しかもらえなかった。も
う、⾜元を⾒られてぼったくられるのは腹⽴たしいが、前⽇に上京する以外ないかなと考え
始めた。同じ学会に同⾏するＵ⽒は九州からの乗り継ぎなので、もともと前⽇に来るので、
彼は前⽇に新橋のクリニックで検査するつもりだと⾔う。 
 

図-2 出国用のアプリ 

図-3 帰国用のアプリ 
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長野市では陰性証明書が手に入らない 

 検査のためだけに前⽇に東京まで出る
のはバカバカしいので、⻑野市内で検査が
受けられることを探すことにした。ところ
が驚いたことに結果的に受けられるとこ
ろはどこにも⾒つからなかった。 
 まず、保健所に問い合わせてみた。する
と、⻑野市⺠病院など 3箇所をすぐに紹介
してくれた。市⺠病院は⾃宅のすぐ近くな
ので、早速、検査の予約のための電話をすると、発熱があったり濃厚接触者だったりしない
限り、単に検査のためだけの検査は受け付けていないと断られた。ま、公的な病院にはもっ
と重要な役割があるから仕⽅ないなと、⺠間と思われる残りの２つに電話をかけたのだが、
結局どちらも前⽇の検査ではその⼈のうちに検査結果がわからないためダメだとわかった。 
 改めて保健所に問い合わせると、市役所に相談するよう⾔われた。しかし、市役所でもい
ろいろ部署を回されたあと、保健所に相談するよう⾔われてしまった。 
 かかりつけの医院に相談してみた。すると、新しい情報が得られた。市内に検査センター
があって、そこで無料で検査してくれるのだそうだ。しかし、その情報は看護師さんが「そ
んな新聞チラシがあった」というのが情報源なのであった。保健所も市役所も知らない情報
が新聞チラシに載っていて、本当にそういう「無料PCR検査Check Up Center」（図-4）と
いうものがあった。しかし、ここでも検査結果がわかるのは翌⽇以降なのだと⾔う。翌⽇で
は「出発の 24 時間前までに検査したもの」という条件に合わないのでダメだ。 
 結局、バカバカしいが前⽇に上京して、都内のどこかでバカ⾼い検査を受ける以外に解決
策はないらしい。しかし、どう考えても理不尽である。いったい、東京以外の⼈はどこでア
メリカ⾏きのための検査を受ければいいのだろう。 
 
有用な情報は YouTube で入手する時代 

 世の中がパソコン中⼼からスマホ中⼼に変わってきたことには気づいていたが、情報検
索ももう Google は時代遅れになっていた。妻が YouTube に有益な情報がたくさんあるこ
とを教えてくれた。つい最近アメリカに出かけたという YouTuber がその経験をそのまま動
画に上げていた。それを⾒ると、⽊下グループ（図-5）というところで検査が格安で受けら
れるのだそうだ。「⽊下グループ」でどこかで⾒聞きした覚えがあったが、卓球の⽔⾕選⼿
のユニフォームに書かれていたものだった。住宅メーカーだったようだが、業務拡張で医療
分野に進出していて、介護サービスや薬局の経営もしていて、その検査所が⽻⽥空港にもあ
るのだ。そこなら、結果が 30分でわかる抗原定性検査が 1,900円で受けられる。このほか
にも、20分で結果がわかる「エキスプレス PCR検査」を 9,800円で受けられる。朝早くか
ら開いているので、出発当⽇でも間に合う。そこで、ここに検査の予約を⼊れることにした。
しかし、予約の際に、いろいろな同意事項を確認することが求められるのだが、その中の⼀

図-4 市役所も保健所も知らなかった無料検査所 
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つに「旅⾏⽤の渡航⽤証明書として利⽤できる
ことを保証しない」というものがあり、それにも
同意しないとならない。「⽊下グループのもので⼤丈夫だった」と YouTube情報にはあるの
だが、どうやらそれは「正式に」認められたものではないようなのだ。今回、最もイライラ
したのは、こうしたダブルスタンダード的なことが各所であったからだ。それでも、⼀応こ
れでアメリカ⼊国については⼀安⼼して、Ｕ⽒にもこの情報を伝えた。 
 
無料の抗原検査 

 出発の半年以上も前から、家の近くでよく利⽤しているドラッグストアに
「無料 PCR 検査」「無料抗原検査」という掲⽰があることに気づいていた。
（図-6）ダメもとで相談に⾏ってみた。すると、やはり旅⾏のための陰性証明
書は出せないということだった。ここでも PCR検査は結果がわかるまで数⽇
かかるので間に合わない。抗原検査もキットを渡されて、⾃分で検査すると
いうだけで証明にはなりそうもない。 
 それでも試しに抗原検査を受けてみることにした。⽒名や住所のほか、検
査必要理由などを書類に書き込むと、検便の時に使ったような検査キットを渡してくれて、
やり⽅を簡単に説明してくれた。綿棒で⿐の奥の粘膜を 5 秒ほど擦って、プラスチックの
試験管のようなものに差し込んで、粘液を試薬の中によく漬ける。そのあと、粘液が溶けた
試薬を別のプラスチックの判定バーの⼩さな⽳に３滴ほど垂らす。そして、15分ほど待つ。
すると、陽性・陰性の該当部分にバーが現れるのだそうだ。⾞に戻って、このキットを使っ
て⾃分で検査をして、陰性だったらそのキットをそのまま持ってくるよう指⽰された。また、
陽性だった場合は、戻ってこないで電話で連絡するようにも指⽰された。 
 というわけで、⾞に戻り、指⽰された通りに検査をしたのだが、ふと気づいたのは、これ
じゃ⾞の中で別の⼈の⿐の粘液を採取してもいいわけで、私の陰性証明にはならないとい
うことだ。⾃分が感染しているかをホントに知りたいのなら意味があるが、他⼈に対して陰
性を証明するためならいくらでもズルができてしまうので無意味である。 
 「陰性」だった（図-7）ので、キットを持ってドラッグストアに⾏くと、「検査結果通知
書」というのを渡してくれた。受検者⽒名と検査⽇のほか、検査結果が「陰性・陽性・判定
不能」のうちの陰性に丸が付けられていたが、すべて⽇本語なので、渡⽶の際の証明にはな

図-5 羽田空港で検査ができる木下グループ 

図-6 長野市内のドラッグストアならタダ 

図-7 陰性なら

C のところだけ

にバーが出る。 
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りそうもない。そもそも、不正がいくらでも可能な検査なのだから、あくまでも「検査結果」
なのであって「検査結果証明書」ではないわけである。 
 
抗原定性検査と抗原定量検査 

 いろいろ調べていると、抗原検査には「定性」と「定量」の２種類あることがわかってき
た。というものの、渡⽶⽤の陰性証明は「定性」と「定量」の区別をしていないので、定性
検査でもＯＫらしい。だが、⽇本帰国⽤の陰性証明には「抗原定量検査」と明記されている。
⽊下グループの検査でも、抗原定性検査の⽅が安いので、こっちの⽅がより簡易なものなの
だろう。 
 ところで、ドラッグストアで無料で受けられた抗原検査も「定性」検査だった。YouTube
情報によれば、⽊下グループの検査結果にも⽣年⽉⽇が記載されていないそうで、「⾃分で
それを書き込んでおく」必要があるのだそうだ。「⾃分で情報を書き込んだ」証明書が有効
とは思えないが、現にそれで⼤丈夫だったというのだから信⽤するしかない。ということは、
同じ定性検査なら、このドラッグストアの定性検査でも有効なのかもしれない。たいした⾦
額ではないが、前⽇に無料の抗原検査を受けてＯＫになっていれば、慌ただしい当⽇に検査
の場所を探す⼿間がかからないで済む。万⼀「陽性」になったとしても、⽻⽥まで⾏ってか
らより、前⽇に判明する⽅が被害は少ない。何より前⽇に準備が完了している⽅が安⼼であ
る。というわけで、⽊下グループに当⽇の検査予約を⼊れておくものの、前⽇にもドラッグ
ストアで検査をして VeriFLY に登録して、それでＯＫになるかどうかを試してみることに
した。（結果を含めた詳細は後述）それにしても、前にも書いたが、出発の前⽇になるまで
準備が完了しないというのは不安で仕⽅がない。 
 
日本帰国に必要な陰性証明書：MySOS 

 残る⼼配は、帰国の際に必要となる陰性証明書をどこでどのように⼿に⼊れるかである。
渡⽶⽤の陰性証明書との違いは、抗原定性検査ではダメだという代わりに、検査はアメリカ
出国 72 時間以内に受ければ良いというものだ。シカゴでは 3泊しかしないので、到着した
その⽇の午後に検査をして「陰性」だということがわかれば良い。 
 しかし、ほとんど知らないシカゴ市内や空港のどこで検査を受けられるのかがわからな
い。まずは、学会の事務局に問い合わせてみた。海外からも多くの参加者があるだろうし、
参加者は学会のサイトで陰性証明の⼿続きをすることになっているくらいだから、帰国の
ための対策も学会側が⽤意しているはずだったと思ったからである。だが、学会側からは有
益な情報は得られなかった。 
 仕⽅がないので、また YouTube に頼ることにした。すると、シカゴ市内のあるクリニッ
クで無料で PCR検査を受けて⽇本に帰国した YouTuber の動画があった。しかし、ここは
ホテルから 30km くらい離れている。この YouTuber さんは、検査を受けて、後から結果証
明書をもらいに⾏っているので、2 回この距離を往復するのはかなり⼤変である。別の情報
で、シカゴ空港内で PCR検査が受けられそうだとわかった。しかし、出発当⽇に検査をす
るのは落ち着かない。シカゴ滞在中ずっと不安なままで過ごさなければならないのは⾟い。 
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 情報を漁っていると、ある⽇本の⼤⼿の旅⾏会社は、アメリカパッケージ旅⾏の中に
「PCR 検査のためだけのオプショナルツアー」まで⽤意していることがわかった。代⾦は
$400 と完全にボッタクリである。 
 そうこうするうち、同⾏するＵ⽒がホテルの近くのクリニックで PCR検査が受けられる
という情報を⾒つけてきた。しかも、無料だという。早速、そのクリニックのサイトに⾏っ
て予約を試みると、無料なのはアメリカで医療保険に加⼊している場合で、予約サイトで医
療保険の加⼊者番号を⼊れないとダメなことがわかった。サイトをクマなく読んでみると、
どうやら今年の 3 ⽉末までは、無保険者や外国⼈でも無料で PCR検査が受けられていたら
しい。おそらく、コロナ感染者が多かった時期には州の税⾦で無料PCR検査を実施してい
たのだろう。コロナがだいぶ治まったので、無料プログラムも終了してしまったのだ。それ
でも、そのサイトの中で「旅⾏者⽤に 100ドルで PCR検査と証明を発⾏」という記載が⾒
つかった。まだ⼀抹の不安はあるが、少なくとも 100 ドルを払えばここで陰性証明書が⼿
に⼊るわけで、⽇本に帰れることがわかった。（その実態の理不尽さは後述） 
 
受賞スピーチの準備 

 陰性証明書の取得に振り回されている 4 ⽉の中旬
に、授賞セレモニー（図-8）でのスピーチはあらかじ
め録画したものを提出し、セレモニーではそのビデ
オを会場で再⽣することになったという連絡があっ
た。そのための準備が必要となったが、受賞者も多
いので⼀⼈当たりの録画時間は２分間とのことだっ
たので、原稿を⾒ないで⾃然に話せるように練習を
して、4 ⽉末にビデオを学会に送った。 
 陰性証明書が前⽇になるまで準備ができない不安がある中で、授賞式でのスピーチの⼼
配がなくなったことは⼤いに助かった。⼀⽅で、授賞式に⽋席でもかまわないことがわかる
と、こんなに苦労して陰性証明書を⼿に⼊れなければならないなら、いっそシカゴ⾏きをや
めてしまおうかと何度も考えた。少なくとも、シカゴ⾏きが楽しみという感情が湧かなかっ
た。海外の学会に参加するのはいつも楽しみなのだが、今回だけはホントに苦痛だった。た
だ、Ｕ⽒をこの授賞式のために誘って同⾏をお願いしたので、Ｕ⽒にも申し訳なく、今更や
められないので最終的には思いとどまった。 
 
出発前日の無料抗原検査 

 出発前⽇に、近くのドラッグストアで抗原定性検査をして、「陰性」の検査結果通知書を
もらった。これを VeriFLY に登録してＯＫになればよい。YouTube 情報で、⽣年⽉⽇とパ
スポート番号のどちらかが必要で、それを⾃分で書き込めばよいとのことだった。しかし、
⾃分で書き込んだのでは証明にならないと思い、ドラッグストアで通知書に書き込んで貰
えるよう頼んでみた。すると、それはできないとの返事だった。 
 家に戻って、他の⼿書き部分の筆跡を真似て⾃分で書き込んでみた。「公⽂書偽造」とま

図-8 授賞式でのスライド 
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ではいかないが、「⽂書改竄」、もとい「⽂書加筆」
である。 
 恐る恐る VeriFLYに登録を試みた。ところが、
途中で「⽣年⽉⽇が記載されていない場合は加筆
してください」という注意書きがあることに気づ
いた。「⽣年⽉⽇が記載されていない場合は無効
です」ではなく、「（⾃由に）加筆してください」
と書いてあるのだ。ちょっと勇気づけられて、あ
らかじめスキャンしておいた結果通知書をアッ
プロードしてみた。 
 画⾯が「審査中」となり、40分ほど待つと、「記
載事項がローマ字でないのでこれでは読めない」
というようなメッセージが返ってきてダメだっ
た。やはりダメかと思ったが、「全然ダメ」という
わけではなく、「読めない」というだけのことだか
ら、読めるように英語を加筆すればいいのかなと
考え、もう筆跡を真似るのではなく、普通に活字
ですべての項⽬に英訳を付記したものを作って、
それをアップしてみた。すると今度もダメで、検査⽇だけでなく検査時刻を加筆しろと⾔う。
でも、検査時刻は通知書には書いてないのである。それでも、⽣年⽉⽇やパスポート番号だ
って書いてないのに勝⼿に加筆したんだから（そして、そうしろと指⽰されたくらいだから）
もう何でもありだと思って、1:00PM と時刻も付加して再挑戦してみた（図-9）。そうした
ら、なんとあっけなくＯＫとなってしまった。 
 ちなみに、この顛末記を書くにあたって、もう⼀度⽊下グループのサイトを覗いてみたら、
以前にはなかった「パスポート番号記載サービス」が有料（￥1,000円）でできるようにな
っていた。でも皆さん、「⾃分で書けばタダ」ですよ。 
 今回の⼀連の⼿続きでイラついたのは、こうしたダブルスタンダードがあちこちにあっ
たことで、それに付け込んでボッタクリが横⾏している。正直者が「安全策」を取ろうとす
ると、そのボッタクリにまんまとハマってしまう。このコロナ騒ぎの中で海外旅⾏なんかし
ようとする奴からは少しくらいボッタクッてもいいんだとでも考えているのだろうか。な
お、同⾏したＵ⽒は、同じ⽇に⽻⽥空港の⽊下グループで抗原検査を有料で受けていた。 
 
相変わらず不味い機内食 

 無事、⽇本出国ができ、シカゴまで 12 時間のフライトを楽しんだ。相変わらず、機内⾷
は不味くてほとんど何にも⼿をつけなかった。美味しかったのは⾷後のハーゲンダッツ（⽇
本製）だけで、これだけは後からもう⼀つ貰って⾷べた。 
  

 

Covid-19 Test Results

Examinee MORI,  Kazuo

Date of Birth 19510607

Test 
Date

2020 May 25th

Test Results Negative

 Valid Through 2020 May 26th

Test Methods Antigen Test

Test Sample Nasal Swab

Test Kit SARS-CoV-2 Rapid

Test Location

SAKAMOTO, Kazue

AOKI Drug, 194-1 Wakamiya-kita, 
Nishiowaribe, Nagano, Japan

Examiner

�������

図-9 検査結果に加筆しまくる 
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シカゴでの PCR 検査 

 シカゴのオヘア空港には学会からお迎えのキャデラックが来てい
て、VIP 気分でホテルまで送って貰えた。嬉しくなってチップをはず
んでしまった。 
 ホテルに着いてから、早速Ｕ⽒と PCR検査ができるところに出かけ
ることにした。出発前にコンシェルジェに PCR検査が無料で受けられ
るところを尋ねると、即座に近くのメディカルセンターを教えてくれ
た。歩いて⾏ける距離だが、残念なことに、100 ドルで検査してくれ
るところとは逆⽅向であった。それでも「無料」に惹かれて⾏ってみることにしたが、予想
通り、3 ⽉までは無料だったが今は無料ではないとのことだった。旅⾏⽤の陰性証明のため
の検査は 200 ドルとかだったか、よく覚えていないのだが、ここでは検査せずに当初の予
定の 100ドル検査のところに⾏くことにした（図-10）。 
 到着してみると、さっきの無料（だった）検査センターと同様、「センター」とは名ばか
りでアルバイトと⾒られる⼥の⼦が窓⼝に 1⼈いるだけであった。早速、旅⾏⽤の PCR検
査と陰性証明書が欲しいことを告げると、よくわかっているようで、100ドルだと⾔う。そ
こで簡単な申込書を書いて、提出すると検査キットを渡してくれて、そこで勝⼿に⾃分で検
査（⿐の奥の粘液を綿棒で擦り取って試液に浸して彼⼥に返す）をやれと⾔う。そしてなん
と、「その間に陰性証明書を準備しておく」とも⾔って、⽇本政府が指定した書式に⼿慣れ
た⾵に私たちの名前やパスポート番号を転記して⾏く。検査試液が⼊ったプラスチックの
試験管を渡すと、代わりにその陰性証明書を渡してくれた（図-11）。検査結果欄は空欄なの
で、検査結果はメールで知らせるから、勝⼿に書き込めというのである。ありゃ、ここでも
この杜撰さである。でも、これでもう安⼼である。仮
に検査結果が「陽性」でも「陰性」の⽅に丸を付けれ
ば⽇本に帰れるわけだ。⽇本に帰ってから「陽性」で
あることがバレても、検査結果は絶対じゃないし、
「シカゴでの検査後に感染したのかもしれない」と
⾔えばいい。 
 最初に検査できるところを探していたときは、帰
国に間に合うような迅速な対応をしてくれるところ
は⼤抵$400 で、この$100 のところが⾒つかってラッ
キーと思っていたが、後から考えると結局ほとんど
ボッタクリと同じ註)だったことに気づいて腹が⽴っ
た。空港ではどうせチェックインから搭乗まで待ち
時間があるんだから、チェックインの時に検体を採
取して、結果が陽性だった場合だけ呼び出して、隔離
すれば済むと思うんだが、なぜそうしないんだろう。 

図-10 無料 PCR 検査の看板 

図-11 一部空欄で発行された検査結果証明書 

註）その後、この検査キットが$100 くらいすることがわかった
ので、まるまるボッタクリというわけではない。(2022.6.17) 
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MySOS への登録 

 さて、メールで「陰性」の結果が届いた（図
-12）。すでに⽤意された⽤紙に丸をつけるだ
けなので、検査結果メールも「陰性」とだけ書
いたものが届くのかと思ったら、結構ちゃん
とした「検査結果証明書」が PDFで届いた。
これには必要なすべての情報が書かれていた
ので、これをMySOS に登録してみた。しかし、これではダメだというフィードバックがあ
った。もう残っていないのでどこが不備なのかが書かれていたかどうかはわからなくなっ
てしまったが、センターからもらった書類（前掲 図-11）の「陰性」に丸をつけて提出した
ら、ＯＫとなり、画⾯が緑⾊に変わった。よし、これで⽇本到着後の検疫審査はスムーズに
進むぞ、とこのときは思った。 
 
成田での再検査 

 シカゴからの⾶⾏機の旅はもう懸案事項がなくなったの
でリラックスして楽しめた。（機内⾷は相変わらず最悪でま
ったく⼿をつけなかった。アイスクリームもハーゲンダッツ
だったが、⽇本製でないので⼤きいけど不味かった。） 
 着陸時に⽿が痛くならないように舐めるように飴を持ち
歩いているので、それを舐めていて、着陸後もポケットに残
っていた飴を舐めていた。もうMySOS もグリーンになっているし、検疫で引っ掛かること
もないと検疫⼿続きも「舐めて」いたわけだ。 
 予定通り、MySOS の画⾯が緑になっていれば、ファストトラックに進めて、順調に検疫
がパスできると思っていた。ところが、成⽥空港では、全員が唾液での抗原検査をするのだ
という。そして、飴を含め 30分以内に何かを⾷べていると検査が受けられないということ
で、飴を捨てさせられ、椅⼦に座って 30分待たされることになってしまった。 
 そんなこと聞いていないとガンガン⽂句を⾔ったら、⿐液でも検査できるとのことで、検
査をしてもらえた。その後、番号が指定された座席で検査結果がわかるまで待つことになっ
た。ここで待たされるとは思わなかったが、考えてみれば、これが正しいやり⽅ではある。
⿐液も係員が採取していたし、これなら「不正」もできない（図-13）。 
 アルバイトらしい係員の⼥の⼦が検査で「陰性」だった番号の下４桁を 10⼈分ずつくら
い読み上げ、そのあと英語でもアナウンスする。これを⼀⽇中やっていれば、少なくともこ
の表現の英語は覚えるだろう。無事、私の番号も呼ばれ、もうあとは本当にスムーズに済ん
だ。成⽥エキスプレスに乗り込んでから、旅⾏前に予想していた成⽥での滞在時間より早く
済んで、⼀本早い列⾞に乗れていたことがわかった。機内⾷を⾷べなかったのでお腹が空い
たことに気づき、東京駅で駅弁を買って、北陸新幹線の出発前に⾷べてしまった。いろいろ
あったアメリカ旅⾏だったが、お疲れ様でした。（おわり） 

図-13 MySOS があっても書類が必要 

図-12 Loop Medical Center から届いた検査結果 


